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2026年 9月 7日 

IMDS本番でのロールアウトは 2026年 9月 16日を予定しています。 

IMDS Release 15.4情報 

機能的な変更 

 

１. EUDR機能の削除 

 
EUDR機能は、IMDS Release 15.1で IMDS規制ウィザードに導入されました。しか

し、当時は法的要件およびその影響がまだ変化している段階であったため、実装され

た機能では必要な情報を提供することができませんでした。 

そのため、自動車サプライヤー団体との合意に基づき、IMDSステアリングコミッティ

はこの機能を削除することを決定しました。 

既存の EUDR物質リストは IMDSに引き続き残り、法的要件に従って今後も維持・更

新されます。 
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チェックの変更 

 

１. 追加のアプリケーションコード(AC)閾値チェック 

 

ELV Annex IIに準拠してIMDSで適切なアプリケーションコード(AC)を選択できるよう、

以下の閾値チェックが導入されます。 

  

 
 
 

この変更は、FAQ(よくあるご質問集)にリンクされているIMDS Substance Application 

Code Overviewにも反映されていますが、チェック機能にはまだ実装されていません。 

 

これらのアプリケーションコードが、鉛(Lead)に対してより高い含有率で割り当てら

れているデータシート/モジュールについては、チェック時に エラーメッセージが表

示されるようになります。 

 
 

２. 銅について材料分類 7.2(セラミック/ガラス)を許可 

 

IMDSリリース15.3では、材料分類7.2(セラミックス／ガラス)について、銅が材料構成

チェックの対象から除外されました。(Release Notes 15.3参照） 

これにより、金、銀、銅を80％超含有していても、チェック時に警告が表示されない

ようになりました。 

しかし、高い銅含有率の場合における、適用可能な材料分類のチェックについては更

新されていませんでした。 

そのため、材料分類 7.2の材料に銅が48％以上含まれている場合、現在でも以下の

警告が表示されます。 

 

材料に"Copper"が48%以上含まれていますが、選択されている材料分類7.2が適切では
ありません。 適切な材料分類:3.1, 3.2, 4.2, 6.2, 7.3 

 

このメッセージは、銅の含有率が48％以上の場合にも材料分類7.2を許可するようチェ

ック機能を変更することで、表示されなくなります。なお、他の材料分類の材料に銅

が含まれている場合には、このメッセージにおける適切な材料分類のリストに材料分

類7.2も含まれます。 

https://public.mdsystem.com/documents/10906/17094/Substance_Application.xls/fbc8141f-ee30-4e57-a88e-efafb0bad51e
https://public.mdsystem.com/documents/10906/17094/Substance_Application.xls/fbc8141f-ee30-4e57-a88e-efafb0bad51e
https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/release-notes/-/asset_publisher/zsWd1SYAeTXO/content/changes-release-15.3
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運用上の変更 

 

１. 有効期間を反映するための IMDSアプリケーションコード(AC)説明の

変更 

 

自動車サプライヤー団体の代表者および IMDSステアリングコミッティからの提案と

合意に基づき、現行の ELV Annex IIに合わせて、アプリケーションコードの説明に有

効期間が追加されました。更新された文言は、既存の IMDSアプリケーションコード

ID（＝IMDS固有の AC識別子）の使用時に自動的に適用されます: 
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この変更は、FAQ(よくあるご質問集)にリンクされているIMDS Substance Application 

Code Overviewにも反映されます。 

https://public.mdsystem.com/documents/10906/17094/Substance_Application.xls/fbc8141f-ee30-4e57-a88e-efafb0bad51e
https://public.mdsystem.com/documents/10906/17094/Substance_Application.xls/fbc8141f-ee30-4e57-a88e-efafb0bad51e
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２. MCCP化学物質グループの名称変更 

 

「Medium Chain Chlorinated Paraffins (MCCP)」という化学物質グループは、規制情

報ウィザードにおけるMCCP規制の基礎となっています。規制情報ウィザードに入力

された規制情報に応じて、その化学物質がSVHCとして扱われるかどうかが決まります。

(Release Notes 15.0参照) 

この点を明確にするとともに、常にSVHCとして扱われるMCCP(下記参照)と区別する

ため、このグループの名称を「Potentially MCCP containing substances」に変更しま

す。 

 

３. 化学物質グループからの MCCP物質の削除 

 

影響を受けるすべての化学物質参照について、現在SVHCではないと表示されているもの

が、再びSVHCとして更新されます。(下記参照)これらの更新内容は、DSファイルおよび

PDSファイルにも反映されます。 

 

以下の化学物質は、常にSVHCに該当することが確認されているため、MCCP規制 / 動

的SVHC処理の対象外となります。そのため、これらの化学物質は「Potentially MCCP 

containing substances」という化学物質グループから削除されます。 

 

 

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/release-notes/-/asset_publisher/zsWd1SYAeTXO/content/changes-release-15.0
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影響を受けるすべての化学物質は、リリース済みのMCCP規制情報で提供されている

データの内容にかかわらず、再びSVHCとして表示されます。 

最新版としてリリースされているバージョンにおいて、これらの化学物質を参照して

いるすべてのMCCP規制情報は、 「不完全」としてマークされます。 

 


